






















































































































































































































































1- 2 友だちにあわせなければならないと思う -.05 .73
1- 5 友だちと違う意見を言うのが怖い .05 .69






















































6：私は学校行事の時に見た目を友人とそろえている 73（12%）556（88%） 44（13%）285（87%） 29（10%）271（90%）
7：私はアクセサリーを友人とそろえている 138（22%）490（78%）119（36%）208（64%） 19（  6%）282（94%）
8：私はスマートフォンのホーム画面を友人とそろえている 25（  4%）604（96%） 23（  7%）306（93%） 2（  1%）298（99%）
9：私は部活で服装を友人とそろえている 81（13%）546（87%） 47（14%）279（86%） 34（11%）267（89%）

















項目 F1 F2 F3 F4
第一因子（親密感）á＝.90 　 　 　 　
4-30お互いに励ましあえる .93 .04 -.16 .04
4-28一緒に努力できる .83 .04 -.06 .04
4-32一緒にいる時間が長くなる .81 .05 .01 -.03
4-31 楽しい時間を過ごすことができる .81 -.06 .08 -.07
第二因子（負担感）á＝.89 　 　 　 　
4-11 相手に縛られていると思うことがある -.08 .85 .02 -.03
4-16自分のしたいようにできない -.03 .85 .06 -.10
4-17相手に流されている感じがする .00 .85 .06 -.09
4- 9  自分らしさが少なくなる気がする .06 .84 .01 -.18
第三因子（周囲からの親和的評価）á＝.85
4-18 自分たちは親しいと思われている .06 .15 .78 -.07
4-26 自分たちは仲が良いと思われている .24 .02 .74 -.08
4- 1  自分たちはみんなから仲良しだと言
われる
-.16 -.19 .66 .39
4-13 まわりから見ても友だちだとすぐに
わかる
.08 .15 .60 -.03
第四因子（周囲からの達成的評価）á＝.84
4-4自分たちは頑張っている -.03 .01 -.05 .76
4-6 自分たちはまわりからスゴイと思われ
ている
.06 .04 -.07 .73
4-2自分たちの存在が認められている -.02 -.14 .30 .64
4-8自分に自信が持てる .20 -.13 .04 .56
4-3 自分たちはいつも群れているように言
われる
-.05 .10 .34 .54
因子相関 F1 F2 F3 F4
F1 ―
F2 .03 ―
F3 .61 .10 ―










































5- 1 ：生活は充実感で満ちた楽しさがある .75 -.10 -.15
5- 3 ：毎日の生活にはりがある .68 -.07 .07
5-15： 私は価値のある生活をしていると思う .67 -.12 .07





















5-5：私は主体的に生きていると思う .16 -.05 .69
5-6：私は独立心が強いと思う -.14 .04 .63
5-4：私は精神的に自立していると思う .11 -.11 .58
因子間相関 F1 F2 F3
F1 ―
F2 -.52 ―
























　 M（SD） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
1 異質拒否傾向 2.04（.76） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
2被異質視不安 2.67（.77） .31** 　 　 　 　 　 　 　 　 　
3おそろいに対する積極的感情 2.92（.85）-.04 .27** 　 　 　 　 　 　 　 　
4おそろいに対する消極的感情 2.47（.96） .21** -.06 -.54** 　 　 　 　 　 　 　
5親密感 2.49（.93） .04 .27** .47** -.27** 　 　 　 　 　 　
6負担感 2.31（.95） .19** .07** -.39** .56** -.01 　 　 　 　 　
7周囲からの親和的評価 2.93（.92） .06 .34** .40** -.13** .67** .18** 　 　 　 　
8周囲からの達成的評価 1.95（.74） .17** .38** .40** -.07 .55** .26** .53** 　 　 　
9達成感 3.15（.68）-.22** -.11** .17** -.16** .17** -.12** .08* -.01 　 　
10連帯感 3.86（.87）-.26** -.25** .06 -.23** -.07 -.28** -.13** -.22** .42** 　











1 ．異質拒否傾向 1.93（.75） 2.16（.75） -3.76（603）***










1 ．積極的感情 3.18（.85） 2.63（.75） 8.64（625）***




果，親密感には 1 %水準で有意差が見られた（ t
（624）＝4.98，p<.01）。負担感には0.1%水準で有意差
がみられた（ t（616）＝-4.06，p<.001）。周囲からの












































































1 ．親密感 2.62（.99） 2.27（.83） 4.73（608）***
2 ．負担感 2.10（.86） 2.38（.87） -3.94（608）***
3 ．周囲からの親和的評価 2.90（.95） 2.94（.87） -.49（608）
4 ．周囲からの達成的評価 1.95（.77） 1.75（.65） 3.44（608）**
***p＜.001，**p＜.01
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い「おそろいに対する積極的感情」「おそろいに対す
る消極的感情」の 2因子とした。各尺度との相関を
みてみると，おそろいに対して積極的であるほど，
おそろいにすることへの負担感が低く，親密感や周
囲からの親和的評価，周囲からの達成的評価が高く
なること，またおそろいに対して消極的であるほど
おそろいにすることへの負担感が高くなることがあ
きらかになった。したがっておそろいにすることを
どう捉えているかによって，おそろい行動がその人
にとってどう機能するのか異なるであろうことが推
測された。
次におそろい行動の有無について検討した結果，
最も多く「はい」と回答した項目が「 3：私は小物
を友人とそろえている（キーホルダー，スマホケー
スなど）」が，45%（254名）と半数に至らず，大多
数の者が行う行動と捉えるよりも一定の割合の者が
行う行動と捉えたほうが良いと考えられた。中学生，
高校生別にみてみると，中学生のほうが「はい」と
回答するものが多く，高校生では全体的に「いいえ」
が目立つ結果となった。さらにおそろいに対する感
情について，中学生及び高校生の得点の平均値の差
の検定を行った結果，積極的感情では中学生が有意
に高く，消極的感情では高校生が有意に高いという
結果が得られた。これは先述した年齢の変化に伴い，
同質性を重視する関係性から異質性を認め合う関係
性へ友人関係が変化していく（保坂・岡村，1986）
ことが影響しているだろう。石本（2011）は，友人
関係のあり方について「友人との心理的距離感」は
高校生の方が中学生よりも遠いこと，「友人との同
調性」は中学生が高校生や専門学生より高いこと，
「友人グループの強固性」は学校段階が上がるにつれ
て低下することを明らかにしている。さらに大嶽ら
（2010）は青年期前期から青年期後期にかけて「ひと
りぼっち回避行動」をとる強くこだわりをもった友
人関係からほどよく緩やかな関係へと変化し，グ
ループ志向が変化することを指摘している。そして
それは日々の葛藤の中で付き合い方の習得がなされ
るためだとしている（大嶽ら，2010）。このように発
達に伴い，グループの質や付き合い方が変化し，お
そろい行動にも変化があるのではないかと推測され
た。また最も多くおそろいの対象になっていたもの
は中学生では小物，高校生ではライブ・旅行時の服
装であった。このように年齢の変化によって行動範
囲や使える金額が変化し，おそろい行動の対象も変
化するということがわかった。
続いておそろいの心理的機能について探索的因子
分析を行い「親密感」「負担感」「周囲からの親和的
評価」「周囲からの達成的評価」とした。それをもと
に各因子とより関連の深い項目を厳選するため確証
的因子分析を行った。次に各尺度間の相関を検討し
た結果，上述したポジティブ，ネガティブな機能の
ほかに，おそろいにすることに負担感を感じている
ほど周囲と繋がっている感覚が低くなるという結果
が得られた。グループの中で相手に縛られたくない，
自分のしたいようにできないという，おそろいにす
ることによる集団への負担感を抱えながら，グルー
プから一人取り残されるような気持ちもある，アン
ビバレントな状態だろう。山田・岡本（2008）は，
「個」は自己に意識を向ける際に生じるアイデンティ
ティ感覚，「関係性」は自己外に意識を向けるときに
感じるアイデンティティ感覚とし，「関係性の中で
の自己の定位」という側面には他者へ向けられる意
識と共に自己に向かう意識も関連していることを示
している。また三好（2001）は集団での葛藤を解決
するために結果として集団により強く一体化する傾
向にあることを指摘している。このようにグループ
でいることと個でいることは相反するのではなく，
入り混じって存在していると考えられた。
さらにおそろいの心理的機能について中学生及び
高校生の平均値の差の検定をみてみると，親密感と
周囲からの達成的評価では中学生が有意に高く，負
担感では高校生が有意に高いという結果が得られ
た。したがって中学生にとっておそろいにするとい
うことはポジティブな意味合いが強いが，高校生に
とってはネガティブな意味合いが強いであろうと推
測される。なお周囲への親和的評価においては有意
差がみられなかった。
3 ．被異質視不安及び異質拒否傾向，おそろいの心
理的機能，適応感における関連性
適応感を規定する諸要因の関係を明らかにするた
めに仮説モデルに基づいて共分散構造分析を行った。
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本研究の仮説1では被異質視不安及び異質拒否傾
向はおそろい行動やおそろい感情を介して，おそろ
いの心理的機能に影響を与えていると考えていた
が，感情や行動は介さずに心理的機能に影響を与え，
仮説 1を部分的に支持する結果となった。
異質拒否傾向から負担感を介して連帯感を低下さ
せるパスが得られた。上述したような個として存在
したい，相手に縛られたくないと拒否的な一方で，
どこか相手と繋がれない，取り残されているような
アンビバレントな状態であると考えられる。
また異質拒否傾向から被異質視不安へ有意な正の
パスが，被異質視不安から周囲からの親和的評価へ
有意な正のパスが，同じく被異質視不安から周囲へ
の達成的評価へ有意な正のパスがみられた。した
がって，青年にとってグループで親密な状態として
あるためには他者からどうみられるかという視点が
影響を与えており，おそろいにすることで第三者の
評価が得られると青年自身が感じていることが明ら
かとなった。
本研究では親密感はどの因子とも関連が見られな
かった。親密感は本研究で検討したおそろいの心理
的機能の因子の中でポジティブな機能として想定し
ていたが，その反対のネガティブな機能として想定
していた負担感が他の因子に影響を与えていた。ま
た高坂ら（2010）は共有様式の研究において，物品
の共有とは心理的な共有とは対照的な物質的な共有
であり，ポジティブな機能もネガティブな機能も有
していないとしている。しかし本研究の結果を踏ま
えて，おそろいにすること，物品の共有は，ポジティ
ブかネガティブかといった感情で判断される機能で
はなく，他者からの評価のような意味付け，動機づ
けのある機能を有していると考えられる。また連帯
感への関連性が見られたことから，物質的な共有で
ありながらも心理的な共有に影響を与えているので
はないかと考えられる。
また仮説 2ではおそろいの心理的機能は適応感に
影響を与えていると考えていたが，関連性がみられ
たのは負担感から連帯感の負のパスのみに留まった。
以上より，青年は同質であることには消極的であ
りながらも自分だけが異質であることは積極的に回
避しようとしている傾向にあると考えられる。言い
換えれば，個として存在したいという思いの一方，
自分だけ仲間はずれになりたくないというという心
性を抱えていると言えるのではないか。これは先述
してきた同質性を重視する関係性から異質性を認め
合う関係性へと移行していく青年の特徴の一つであ
り，どちらにもなりきれないアンビバレントさがう
かがえた。加えて本研究の結果より，第三者からの
評価への敏感さが影響を与えていることがわかっ
た。グループに所属することと他者からの評価につ
いて先行研究では，グループに属することに自己防
衛機能があることや，グループに所属していること
は当たり前でひとりぼっちでいることはおかしいと
いう社会規範が存在することが明らかにされている
（佐藤，1995：大嶽ら，2010）。本研究ではこのよう
な社会規範を含む第三者からの評価に対して青年が
敏感であることが示唆された。本研究で検討したお
そろいにするということは，友人と同じものを持つ
ことで友人間の親しさをグループに所属しているも
のだけでなく，グループの外からの認めてもらえる
と中高生が感じていることが明らかとなった。近年
SNSで「いいね」の評価を気にかけている若者の増
加が報じられているが，リアルタイムで自分が感じ
たことだけでは自分の感覚に絶対的な安心感は得ら
れず，物や写真，文章といった視覚的情報，他者か
らの評価を得ることによって，はじめて自分の感覚
に安心を得ているのかもしれない。おそろい行動は
青年の抱える自分たちは本当に仲良しなのかという
不安に対して，安心感を得ることができるツールと
考えられる。
4 ．まとめ及び今後の課題
異質拒否傾向が被異質視不安を生じさせ，被異質
視不安が高いほどおそろいにすることで他者からの
評価を受けていると感じやすいこと，異質拒否傾向
が強いほど，おそろいにすることへの負担感が強く，
他者と繋がっている感覚が低くなることがあきらか
となった。また中高生を比較することで年齢の変化
に伴い，友人関係のあり方が同質性を重視する関係
性から異質なものを認めあう関係性へと変化してい
くことがわかった。本研究では，対象が私立の女子
中高一貫校だったというサンプルの偏りや，適応感
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という広い概念ではなく友人関係における満足度な
どより狭義の尺度を用いるべきたったことが今後の
課題である。
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